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補
助
・
助
成

れ
んらく

板竹原市役所

〒 725-8666

竹原市中央五丁目 1 番 35 号

http:www.city.takehara.lg.jp

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
固
定
資

産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
市
県

民
税
の
減
免
の
適
用
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

①
当
該
年
度
に
お
い
て
、
病
気
、

　

失
業
、
廃
業
な
ど
特
別
の
事
情

　

に
よ
り
所
得
が
著
し
く
減
少
し
、

木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
補
助

介
護
者
激
励
金

・

慰
労
金
を
支
給

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族

に
、
激
励
金
・
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

介
護
者
激
励
金

対
象　

寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症

　

の
あ
る
高
齢
者
を
常
時
介
護
し

　

て
い
る
市
内
在
住
の
家
族
。

要
件
（
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
）

①
４
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上
で
市

　

内
に
引
き
続
き
６
か
月
以
上
在
住
。

②
①
の
期
間
、
６
か
月
以
上
寝
た

　

き
り
ま
た
は
認
知
症
の
状
態
が

　

あ
り
、
要
介
護
度
が
３
以
上
。

③
②
の
期
間
、
病
院
ま
た
は
施
設

　

へ
の
入
院
・
入
所
が
30
日
を
超

　

え
て
い
な
い
。

④
介
護
者
慰
労
金
の
支
給
を
受
け

　

て
い
な
い
。

申
請
方
法　

地
域
の
担
当
民
生
委

　

員
を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
者
慰
労
金

対
象　

要
介
護
度
４
ま
た
は
５
で
、

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
高

　

齢
者
を
常
時
介
護
し
て
い
る
市

　

内
在
住
の
家
族
。

要
件
（
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
）

①
申
請
前
の
１
年
間
市
内
に
住
ん

　

で
い
る
。

②
①
の
期
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

を
受
け
て
い
な
い
。
（
※
７
日

　

以
内
の
短
期
入
所
は
可
）

申
請
方
法　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

　

タ
ー
ま
た
は
福
祉
課
へ
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
介
護
福
祉
係

　

☎
22-

７
７
４
３

　

生
活
情
報

国
民
年
金
保
険
料
等
の
免
除

　

所
得
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
る
「
保

険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
所
得
に
応
じ

て
、
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ

る
「
全
額
免
除
」
と
保
険
料
の
一

部
を
納
付
し
て
残
り
が
免
除
さ
れ

る
「
一
部
納
付
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
30
歳
未
満
の
若
年
者
の
人

に
つ
い
て
は
本
人
及
び
配
偶
者
の
み

の
所
得
で
審
査
し
て
基
準
を
満
た
せ

ば
、
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
免
除
等
の
受
付

　

７
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
７
月
か
ら
平
成
24
年
６
月

ま
で
の
期
間
が
審
査
対
象
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

呉
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
２
３-

２
２-

１
６
９
１

市
税
の
減
免
制
度

　

納
付
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

②
暴
風
、
豪
雨
、
洪
水
、
高
潮
、

　

地
震
、
落
雷
、
火
災
等
の
災
害

　

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人
（
対

　

象
と
な
る
の
は
、
課
税
さ
れ
た

　

税
金
の
う
ち
、
ま
だ
納
期
限
の

　

到
来
し
て
い
な
い
期
別
分
で
す
。
）

　

減
免
を
受
け
る
に
は
、
納
税
義

務
者
本
人
か
ら
の
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
22-

７
７
３
２

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
係
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

補
助
を
受
け
る
た
め
の
条
件
等

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
都
市
整
備
課
建
築
係
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
設
計
資
格
者

の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
で
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
を
行
う
設
計
資
格
者
の
登
録
を

随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
建
築
係

　

☎
22-

７
７
４
９

夏
の
交
通
安
全
運
動

  
７
月
11
日
～
20
日

　

「
あ
ぶ
な
い
よ　

い
そ
ぐ
き
も

ち
が　

じ
こ
の
も
と
」

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

子
ど
も
や
高
齢
者
の
動
き
に
十

分
注
意
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。
通
り
慣
れ
た
道
だ

か
ら
と
い
っ
て
油
断
せ
ず
、
安
全

確
認
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
、
運
転
手
だ
け
で

は
な
く
、
同
乗
者
や
運
転
手
に
お

酒
を
飲
ま
せ
た
人
も
罰
せ
ら
れ
ま

す
。

　

飲
酒
運
転
の
危
険
性
を
認
識

し
、
飲
ん
だ
ら
「
絶
対
運
転
を
し

な
い
、
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

13
歳
未
満
の
子
ど
も
や
、
補
助

い
す
な
ど
で
自
転
車
に
同
乗
さ
せ

る
子
ど
も
に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

身
を
守
る
た
め
、
助
手
席
・
後

部
座
席
で
も
正
し
い
着
用
を
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

７
７
３
４
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制
度

後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定制度

国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定制度 国民健康保険限度額適用認定制度

内
容

入院時の一部負担金に限度額を適用し、 食事代を減額する制度 入院時の一部負担金に限度額を
適用する制度

対
象

後期高齢者医療加入者で世帯
全員が市民税非課税の人 ( ※今
までに減額認定証の申請を行っ
た人で、 平成 23 年度も市民税
非課税世帯の人は申請不要。）

世帯主及び全ての国保
加入者が市民税非課税
の人 （低所得Ⅱ）

世帯主及び全ての国保
加入者が市民税非課税
の人 （非課税世帯）

左記以外の人 （上位所得者 ・ 一
般）

上記に該当し、 収入が一定基準以下の人 （低所得Ⅰ）

助
成
内
容

医
療
費

入院時等一部負担金 入院時等一部負担金

食
事
代

食事代 （通常１食 260 円） 食事代 （通常１食 260 円）

※長期入院該当 ： 認定を受けてからの入院が 90 日を超えると、 食事代が１食
160 円になります。 申請が必要です。

後期高齢者保険証、印かん、
所得証明 （転入者）

国民健康保険証、 国民健
康保険高齢受給者証、 印
かん、 所得証明 （転入者）

国民健康保険証、 印か
ん、所得証明 （転入者）

国民健康保険証、 印かん、 所得
証明 （転入者）

※長期入院該当：上記のもの、 減額認定証、 90 日以上の入院がわかるもの （領収証、
入院証明書など）

区　分
月額限度額

外来のみ 入院を含む

低所得Ⅱ
8,000 円

24,600 円

低所得Ⅰ 15,000 円

区分 月額限度額

非課税
世帯

35,400 円

区分 月額限度額

上位
所得者

150,000 円 ＋ 医 療 費 が
500,000 円を超えた分の 1%

一般
80,100 円 ＋ 医 療 費 が
267,000 円を超えた分の 1％

低所得Ⅱ 90 日まで 1 食 210 円

90 日を越える入院※ 1 食 160 円

低所得Ⅰ 1 食 100 円

90 日まで 1 食 210 円

90 日 を 越
える入院※

1 食 160 円

　

申
請
に

 

必
要
な
も
の

　後期高齢者医療の
　　　　加入者

　70 歳以上の国保
加入者 （非課税世帯）

　70 歳未満の国保
加入者 （非課税世帯）

　70 歳未満の国保
加入者 （課税世帯）

入院時の一部負担金の限度額適用・食事代の減額認定の申請を
問い合わせ　　市民健康課医療年金係　　☎ 22-7734　

的
場
公
園
は
夜
間
車
両

進
入
禁
止
に
な
り
ま
す

　

７
月
16
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

の
間
、
夜
９
時
か
ら
翌
朝
７
時
ま

で
は
入
口
を
施
錠
し
ま
す
の
で
、

公
園
内
に
車
両
は
入
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
花
火
、
キ
ャ
ン
プ
、
火

気
使
用
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
　

　

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　

☎
22-

７
７
４
９

第
61　 
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

今
年
も
７
月
を
強
調
月
間
と
し

て
、
こ
の
運
動
が
全
国
的
に
展
開

さ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
・
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
行
政
係

　

☎
22-

７
７
１
９

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

運
動
期
間　

　

７
月
16
日

（土）
～
31
日

（日）

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
「
海
難
ゼ

ロ
へ
の
願
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

官
民
一
体
と
な
っ
た
「
全
国
海
難

防
止
強
調
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
、
徹
底
し
た
見
張
り

に
よ
る
衝
突
海
難
の
防
止
や
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
の
推

進
、
安
全
運
航
に
関
す
る
指
導

や
海
難
防
止
思
想
の
普
及
を
実

施
し
ま
す
。

自
分
を
救
命
す
る
た
め
に
…

①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
を

②
携
帯
電
話
（
防
水
）
の
携
行
を

③
救
助
が
必
要
な
時
は
、
118
番
通

　

報
を

問
い
合
わ
せ　

　

呉
海
上
保
安
部
交
通
課　

　

☎
０
８
２
３-

２
２-

０
９
９
９
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れんらく板

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平
成

23
年
度
保
険
料
率
は
昨
年
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

所
得
の
低
い
世
帯
の
被
保
険
者
へ

の
保
険
料
軽
減

　

所
得
の
低
い
世
帯
の
被
保
険
者

や
、
健
保
組
合
等
（
国
保
及
び
国
保

組
合
は
除
く
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
被
保
険
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
く
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
に
関
す
る
通
知

①
平
成
22
年
所
得
を
も
と
に
計
算

　

し
た
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、

　

７
月
中
旬
に
届
け
ま
す
。

②
保
険
料
の
支
払
い
は
、
原
則
、
年
金

　

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
と
な
り
ま
す

　

が
、
７
～
９
月
は
納
付
書
等
（
普
通

　

徴
収
）
で
支
払
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
保
険
料
に
関
す
る
通
知
書
が
届
い

　

た
場
合
に
は
、
計
算
・
支
払
方
法

　

等
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

市
民
健
康
課
医
療
年
金
係

　

☎
22-

７
７
３
４

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

 

平
成
23
年
度
の
保
険
料

世帯内の被保険者と世帯主の平成 22 年中所得の合計額 軽減後の均等割額

33 万円
以下

世帯内の被保険者全員が年金収入 80 万円以
下（その他所得なし）

9割軽減
4,179 円／年

上記以外の人
　8.5 割軽減　
6,268 円／年

33 万円 ＋ 24 万 5 千円 × 被保険者数（世帯主であ
る被保険者を除く）以下

５割軽減
20,895 円／年

33 万円 ＋ 35 万円 × 被保険者数以下の場合
2割軽減

33,432 円／年

▼均等割額の軽減（所得等の申告が必要です）

※所得が公的年金の場合は、軽減判定の際 15 万円を限度として控除があります。
※「専従者控除」「居住用財産や収用により譲渡した場合等の特例」の適用はありません。

＜保険料の決め方＞

均等割額 (41,791 円 ) ＋所得割額＝年間保険料額（限度額 50 万円）

※所得割額＝（総所得金額等－基礎控除（33 万円）） × 0.0753

①波線の金額が 58 万円以下の人は、所得割額が５割軽減されます。

②所得合計額によって下表のとおり均等割額が軽減されます。

③後期高齢者医療制度加入直前に、健保組合等（国保及び国保組合

　は除く）の被扶養者であった被保険者は、均等割額が９割軽減さ

　れ、年間保険料額は、4,179 円になります（所得割額の負担なし）。

　

都
市
整
備
課
住
宅
係

　

☎
22-

７
７
４
９

自
転
車
の
盗
難
被
害
に
注
意

①
わ
ず
か
な
時
間
、
自
転
車
か
ら

　

離
れ
る
時
も
ツ
ー
ロ
ッ
ク

②
壊
さ
れ
に
く
い
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の

　

鍵
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

③
駐
輪
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

④
必
ず
防
犯
登
録
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ

　

竹
原
警
察
署

　

☎
22-

０
１
１
０

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

中
国
総
合
通
信
局
で
は
、
不
法

電
波
に
よ
る
混
信
・
妨
害
の
相
談
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
な

ど
電
波
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害
相
談

　

☎
０
８
２-

２
２
２-

３
３
３
２

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
受
信
障
害

　

☎
０
８
２-

２
２
２-

３
３
８
３

　　

不
法
電
波
は
犯
罪
で
す
。
電
波

を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

不
法
無
線
局
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。

国
保

・
後
期
高
齢
者
医
療

 

制
度
の
窓
口
負
担
割
合

　

次
の
人
が
病
院
の
窓
口
で
支
払

う
自
己
負
担
割
合
（
１
割
ま
た
は

３
割
の
い
ず
れ
か
）
は
、
毎
年
８

月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
前
年

の
住
民
税
課
税
所
得
を
基
礎
に
再

判
定
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の

交
付
者

対
象　

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国

　

民
健
康
保
険
加
入
者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

対
象　

75
歳
以
上
の
人
及
び
65
歳

　

以
上
で
一
定
の
障
害
の
認
定
を

　

受
け
た
人

判
定
後
の
通
知

　

現
在
発
行
し
て
い
る
高
齢
受
給

者
証
及
び
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
で
す
。
負
担
割
合
の
変

更
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
対
象
者
に
７
月
31
日
ま
で
に

新
し
い
受
給
者
証
（
ね
ず
み
色
）

ま
た
は
新
し
い
保
険
証
（
紫
色
）

を
郵
送
し
ま
す
。

　

古
い
受
給
者
証
（
ブ
ル
ー
１
割
、

ピ
ン
ク
３
割
）
・
保
険
証
（
橙
色
）

は
、
市
民
健
康
課
・
支
所
・
出
張

所
に
返
却
す
る
か
、
各
自
で
責
任

を
も
っ
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
負
担
割
合
が
３
割
に
な
る
人

の
基
準

現
役
並
み
の
所
得
者

①
住
民
税
課
税
所
得
が
145
万
円
以

　

上
の
人

②
住
民
税
課
税
所
得
が
145
万
円
以

　

上
の
被
保
険
者
と
同
一
世
帯
の
人

※
た
だ
し
、
被
保
険
者
の
収
入
合
計

　

が
、
２
人
以
上
で
520
万
円
未
満
、
１

　

人
で
383
万
円
未
満
の
場
合
は
、
自

　

己
負
担
割
合
が
１
割
に
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
移
行
に
伴

う
経
過
措
置

　

現
役
並
み
所
得
者
で
負
担
割
合

が
「
３
割
」
と
判
定
さ
れ
た
場
合
で

も
、
次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
「
１
割
」
と
な
り
ま
す
。

国
保
加
入
者

　

同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
し
た
旧
国
保
加
入
者

を
含
め
た
収
入
が
520
万
円
未
満
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

　

同
一
世
帯
の
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
世
帯
員
を
含
め
た
収
入
が

520
万
円
未
満
。

問
い
合
わ
せ

　

市
民
健
康
課
医
療
年
金
係

　

☎
22-

７
７
３
４
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祝
全
国
大
会
出
場

　

 （
敬
称
略
・
順
不
同
）

市
で
は
、
県
大
会
規
模
の
予
選
会
を
経

て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
人
に
助
成
金

交
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
生
涯
学
習
室　

☎ 

22-

７
７
５
７

第 46 回全日本少年剣道錬成大会

（７月 26 ～ 27 日　東京都）

松田　隆聖、寺本　征也、永井　貫太、

倉谷　涼次、山下　浩平（育誠館道場）

鳥本　悠介、稲田　龍太郎、岡元　樹、

岡田  将輝、元久保　貴将（竹原少年剣

道つばめ会）

平成 23 年度全国高等学校総合体育大会【剣道】

（８月 10 日～ 12 日　青森県）

本岡　侑（広高等学校）

平成 23 年度全国高等学校定時制通信制体育大会

［卓球〕（８月２日～４日　東京都）

海本　亜希（三原高等学校）

［ソフトテニス〕（８月８日～ 11 日　東京都）

寺川　志織（三原高等学校）

［陸上〕（８月 12 日～ 14 日　東京都）

藪谷　良太（三原高等学校）

第 59 回全日本学生剣道選手権大会

（７月２日～３日　大阪府）

　６月４日、保健センターで「歯っぴーライ

フ」が開催され、80 歳で歯が 20 本以上ある

人の表彰と、はつらつ家族表彰が行われまし

た。みなさんも歯の健康について考えてみま

せんか。

みなさんの歯は健康ですか？

　

    

募
集

西山　雅人（広島国際大学）

第 29 回全日本レディースバドミントン選手権大会（７月 28 日～ 31 日　兵庫県）

福永　尚美（三原クラブ）

第 12 回全国空手道選手権大会（８月６日～７日　長野県）

出口　愛恵、出口　善久、金森　保尚、田中　孝穂（竹原錬心館）

第 12 回全国小中高空手道選手権大会（８月６日～７日　長野県）

岡崎　希美（竹原錬心館）

第 42 回全国空手道選手権大会（７月 31 日　宮崎県）

大岡　美智子（錬心館広島地区本部）

市
営
住
宅
の
入
居
申
請

募
集
住
宅　

市
内
の
市
営
住
宅

申
込
条
件　
　

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

②
現
に
同
居
親
族
が
い
る
こ
と
（
単

　

身
入
居
可
の
場
合
は
別
に
定
め

　

る
単
身
者
の
資
格
が
必
要
）

③
申
込
者
が
成
人
で
あ
る
こ
と

④
市
税
等
（
市
県
民
税
、
固
定
資

　

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

　

康
保
険
税
等
）
を
滞
納
し
て
い

　

な
い
人

⑤
申
込
者
及
び
同
居
親
族
が
暴
力

　

団
員
で
は
な
い
こ
と

⑥
世
帯
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と

収
入
基
準

　

月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
下

※
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
は
21
万

　

円
４
千
円
以
下

受
付
期
間　

　

７
月
８
日

（金）
～
14
日

（木）

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

申
込
方
法　

　

所
定
の
申
込
書
（
本　

庁
・
支

所
出
張
所
に
備
え
付
け
）
に
よ
り
、

都
市
整
備
課
住
宅
係
へ

問
い
合
わ
せ　

▼募集住宅（公営住宅）　６戸

※江の内・地蔵・本町は、単身入居可

※家賃については、申込者の収入によってそれぞれ異なります。

住 宅 名 部屋番号 家賃 (円 /月 ) 間取り 所在地

成 井 B棟 101 号 16,400 ～ 32,100 ３DK 下野町

来 須 B棟 303 号 16,600 ～ 32,500 ３DK 竹原町

本 町 J棟 4号 6,700 ～ 12,100 ２K 本町二丁目

地 蔵 10 棟 2 号 2, 4 0 0 ～ 4 , 7 0 0 ２K 田ノ浦三丁目

江 の 内 G棟 1号 6,500 ～ 12,900 ２K 忠海東町四丁目

桜 町 2棟 2号 8,400 ～ 16,600 ３DK 忠海東町四丁目

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
及
び
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴

う
避
難
者
（
概
ね
半
径
30
　

km
圏
内
）

に
対
し
て
、
市
営
住
宅
の
入
居
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
都
市
整
備

課
住
宅
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

都
市
整
備
課
住
宅
係

　

☎
22-

７
７
４
９
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れんらく板

毎
月
第
一
土
曜
日
は
「
ひ
ろ
し
ま
環
境
の
日
」

な
生
活
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

エ   

コ

Ｃ
Ｏ
２
削
減
／
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

夏
の
電
力
消
費
抑
制
の
た

め
に
、
昼
夜
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間

以
上
の
消
灯
を
目
指
す
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
昼
も
夜
も
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
２
０
１
１
」
が
８
月
31

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・

デ
ー
で
あ
る
７
月
７
日

（木）
の

20
時
～
22
時
に
は
、
全
国
で

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

事
業
所
や
家
庭
に
お
い
て

も
消
灯
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

美
し
い
川
や
海
。
環
境

に
や
さ
し
い
自
然
と
の

付
き
合
い
方
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

家
庭
で
の
生
活
排
水
対
策　

　

夏
場
は
家
庭
排
水
に
よ
る

悪
臭
な
ど
が
発
生
し
や
す
い
時

期
で
す
。
ま
た
、
河
川
や
海
域

汚
染
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

　

水
切
り
ネ
ッ
ト
等
を
活
用

し
、
食
べ
残
し
な
ど
を
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
廃
食
油
は
古
紙
新
聞
に
吸

わ
せ
た
り
、
固
め
て
燃
え
る
ゴ

ミ
と
し
て
排
出
し
、
家
庭
排
水

の
汚
れ
を
削
減
し
ま
し
ょ
う
。

　
水
資
源
の
有
効
活
用

　

水
資
源
は
無
限
に
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

竹
原
市
の
水
道
水
は
賀
茂

川
水
系
の
地
下
水
を
く
み
上

げ
て
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
雨

量
に
よ
っ
て
は
十
分
に
供
給

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
風
呂
水
の
再

利
用
や
雨
水
の
有
効
活
用
な

ど
を
実
践
し
、
節
水
を
心
が

け
て
水
資
源
の
保
全
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

  

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-
７
７
３
４

公民館で環境学習＆グリーンカーテンづくり　　　　ひろしま環境賞を受賞！
　６月５日、広島県庁前広場で「環境の日」ひ

ろしま大会が開催され、環境にやさしい地域づ

くりの功績のあった個人や団体が表彰されまし

た。竹原市からは次の団体が表彰されました。

ひろしま環境賞

賀茂川の源流を守る

ネットワークにか

　

　６月２日、忠海東公

民館で、地球温暖化対

策について学ぶ環境学

習会が開催されました。

今年は、「はつかいちさ

くら協議会」のみなさん

からフードマイレージ

について教わりました。朝顔などの苗の配布もあり、

今後はグリーンカーテン作りに取り組みます。

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

勤
労
青
少
年
の
健
全

　

育
成
及
び
福
祉
増
進
を
目
的
と

　

す
る
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
管

　

理
運
営
に
熱
意
が
あ
り
、
パ
ソ

　

コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ

　

ル
）
が
で
き
る
、
50
歳
未
満
の
人

業
務
内
容　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

の
管
理
運
営
全
般
及
び
教
養
講

　

座
等
の
指
導
・
助
言
な
ど

勤
務
時
間　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

開
館
日
に
週
24
時
間
勤
務
（
土

　

日
勤
務
及
び
21
時
30
分
ま
で
の

　

勤
務
あ
り
）

報
酬　

月
額
１
１
２
，
３
０
０
円

受
付
期
限　

　

７
月
29
日

（金）
ま
で
（
※
必
着
）

提
出
書
類　

履
歴
書
、
所
定
の
申

　

込
書
（
産
業
振
興
課
に
備
え
付
け
）

※
選
考
日
時
等
は
直
接
申
込
者
に

　

連
絡
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

　

☎
22-

７
７
４
５

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
指
導
員

看
護
職
の
求
職

・
求
人
相
談

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
広
島
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
が
出
張
し
、
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
広
島
西
条

日
時　

８
月
２
日

（火）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
原

日
時　

７
月
26
日

（火）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
他
の
日
時
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も

　

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
島

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　
www.pref.hiroshima.lg.jp/

　

page/1306216321335/index.

　

html
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

看
護
職
員
復
職
支
援
研
修

　

復
職
に
不
安
を
抱
え
る
未
就
業

の
看
護
職
有
資
格
者
を
対
象
と
し

た
研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

無
料
で
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

研
修
場
所

　

広
島
県
内
の
研
修
協
力
病
院

（
詳
し
く
は
、
広
島
県
看
護
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

コ
ー
ス

　

看
護
コ
ー
ス
（
５
日
間
、
10
日

間 

、
15
日
間
か
ら
選
択
）
、 

助
産

コ
ー
ス
（
20
～
30
日
間
）
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

（社）
広
島
県
看
護
協
会

　

☎
０
８
２-

２
９
３-

９
７
８
６
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金
婚
を
迎
え
る
ご
夫
婦
へ

　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
夫
婦
の

「
金
婚
を
祝
う
会
」
を
10
月
21
日

（金）
に
開
催
し
ま
す
。

対
象

　

市
内
在
住
の
人
で

①
平
成
23
年
中
に
金
婚
を
迎
え
る
夫
婦

②
今
ま
で
申
請
し
て
い
な
い
夫
婦

　

（
金
婚
を
迎
え
た
時
に
市
内
に

　

住
ん
で
い
た
場
合
の
み
）

※
金
婚
は
婚
姻
届
が
受
理
さ
れ
た

　

時
か
ら
計
算
し
ま
す
。
（
昭
和

　

36
年
中
の
届
け
出
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

8
月
19
日

（金）
ま
で
に
福
祉
課
介

護
福
祉
係
へ

　

☎
22-

７
７
４
３

※
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

※
各
支
所
・
出
張
所
で
も
受
け
付

　

け
ま
す
。

　

    

催
し

掲載申し込み随時受付中！ 
問い合わせ 企画政策課 ☎ 22-0942

【注意】この欄は、市民のみなさん相互の情報交換
の場です。掲載行事等は、市の主催ではありません。
日時・会場等は予定です。各主催者に内容をよくご
確認のうえご自分の責任で参加してください。

★認知症サポーター養成講座

　７月８～ 23 日、市内６会場で、認

知症サポーター養成講座（わが町流竹

原まち塾）を開催します。日時は、８

日（ふくしの駅）、11 日（荘野公民館）、

13日（大乗公民館）、19日（吉名公民館）、

21 日（忠海公民館）、23 日（ふくしの駅）

の 13 時 30 分～ 15 時。認知症につい

て正しく学び、暮しやすい地域を目指

して、小さな助け合いを考えてみませ

んか。詳しくは、社会福祉協議会（☎

22-5131）へ。

★じゃがワングランプリ

～おいしいじゃがいもレシピを募集～

　８月１日（月）の 11 時 30 分～ 14 時、

農家レストラン西野（吉名町八代谷 2474）

でじゃがいもレシピの１番を決めるグラ

ンプリを開催します。募集定員 30 人で、

応募資格は吉名町産じゃがいもを使用し

た料理を当日 10 時までに持ち込みできる

こと。詳しくは、じゃがワングランプリ

実行準備会・西野（☎ 28-0284）へ

　　　　広島大学からのお知らせ
広島大学地域連携推進事業に提案を

　地域のみなさんが直面する課題のなかで、大学の教職員、学

生等との協働によって解決を図りたいテーマを提案いただき、提

案者と連携・協働して研究活動や地域連携活動を展開する事業を

行っています。詳しくは、広島大学ホームページをご覧ください。

申し込み・問い合わせ　

　８月 31 日（水）までに、所定の申込書（広島大学ホームペー

ジからダウンロード）を広島大学社会連携・広報・情報室社会

連携グループ総務担当へ　☎ 082-424-6189

広島大学総合博物館　出前博物館

「母なる里海・瀬戸内海」～自然と人間生活の共生をめざして～

　瀬戸内海の海底から引き上げられたナウマンゾウ化石やショ

ウバラクジラの化石、瀬戸内海の天然記念物などの総合展示や

講演会、広島大学竹原水産実験所の公開イベントを行います。

（竹原貿易港開港 40 周年記念行事と連携して行います。）

日時　7月 22 日（金）～ 27 日（水）　10 時～ 17 時　※ 25 日は休館

場所　たけはら美術館文化創造ホール　（入場無料）

講演会「瀬戸内、竹原、“魚
ぎょぎょ

漁”模様」、「瀬戸内海の天然記念

物たち：なぜ大切なのか？」　

日時　7月 23 日（土）　14 時～ 16 時 30 分

場所　たけはら美術館文化創造ホール　（入場無料）

広島大学竹原水産実験所一般公開～海洋研究の最前線をのぞいてみよう！～

日時　7月 30 日（土）10 時～ 16 時

場所　竹原水産実験所（竹原市港町 5-8-1）　（入場無料）

問い合わせ　広島大学総合博物館　☎ 082-424-4212

三
原
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

　

三
原
地
域
連
携
推
進
協
議
会
で

は
、
県
立
広
島
大
学
と
連
携
し
て
、

市
民
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
中
は
、
特
別
企
画
と
し
て
、

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
講
座
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
FAX
０
８
４
８

　
-

６
０-

１
１
３
４
）
で
三
原
シ
テ
ィ
カ

　

レ
ッ
ジ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

三
原
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

　

☎
０
８
４
８-
６
０-

１
１
２
０

講座名 日時 場所 対象・定員

高齢者、妊婦疑似
体験・車いす体験

①７/24（日）
②７/31（日）
13 時～ 15 時

県立広島大学
三原キャンパ
ス２号館１階

①小学４～６年生
②中学生
定員各 10 人

おもしろぶつり実験
～コマの不思議～

８/18（木）
14時～ 15 時 30 分

ペアシティ
三原
西館２階

小学３～６年生
定員各 20 人おもしろぶつり実験

～音を見る！～
８/23（火）
14時～ 15 時 30 分

平成 23 年度のその他の講座については、ホームページ

http://www.mhr-cci.org/renkei/ をご覧ください。
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ひろしま夏の芸術祭　
　　　　ミニ神楽公演 in 竹原
　北広島町の東山神楽団を迎え、伝統的芸能の演舞と

豪華絢爛な衣装の展示を行います。

　東山神楽団は、昭和 34 年に地域の若者たちによっ

て結成され、団員の減少などで活動は一時中断しなが

らも、昭和 48 年に活動が再開されました。

　若い団員が「郷土芸能の継承」「感動ある神楽」を目

指して活動している神楽団です。ぜひお越しください。

日時　７月 31 日（日）13 時 30 分開場　14 時開演

場所　市民館大ホール

入場　無料（会場の都合により入場制限をする場合が

　あります。ご了承ください。）

演目　土蜘蛛（つちぐも）、天神記（てんじんき）

問い合わせ　文化生涯学習室　☎ 22-7757

　道の駅たけはら情報　　問い合わせ　道の駅たけはら　☎ 23-5100

　７月レストランメニュー　　

　ランチに鰻のサラダ風オードブル、魚料理に竹原ポテト小海老帆立貝

柱マッシュルームのチーズソース焼き、肉料理にどんぐり豚ロースパン

粉焼・辛しマヨネーズソースが登場。ディナーのオードブルに鰻のハニーレモンソースドレッシング、

魚料理に鰻のパイ包み焼、肉料理にどんぐり豚ロース・りんご生姜のソースが登場。ぜひお越しください！

美術館

池田勇人コレクション
所蔵品展「油彩画の表現」
会期　７月 24 日（日）まで

開館時間　

　9時～ 17 時（入館は

　16 時 30 分まで）

入館料　

　19 歳以上 200 円（160 円）、　18 歳以下無料

※（　）内は 20 名以上の団体料金

休館日　

　月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、

　7月 25 日～ 8月 4日

次回展覧会
特別展「魔法の美術館」
8 月 5 日（金）～ 9 月 25 日（日）

　  竹原貿易港開港 40 周年記念行事
　竹原港は昭和 46 年４月１日に貿易港として開港し、

今年 40 周年を迎えました。この記念すべき年に記念行

事を開催します。

瀬戸内どまん中・多島美クルーズ
日時　７月 23 日 ( 土 )11 時 30 分～ 13 時 20 分

参加費　大人（中学生以上）1,500 円、小学生 700 円　

※船内での楽しいイベントもあります。お弁当付き。

定員　100 人

申し込み・問い合わせ　

　７月 19 日（火）までに、竹原港湾振興協議会（竹原

商工会議所内）へ　☎ 22-2424　FAX 22-2038

関連行事

○税関パネル展、広島大学総合博物館 出前博物館（入館無料）

　７月 22 日～ 27 日　10 時～ 17 時　※ 25 日は休館

　（たけはら美術館文化創造ホール）

○星空シネマ　みなとオアシスたけはら

　９月３日（土）　（竹原港北崎）映画上映 19 時～ 21 時

　※オープニングイベントは 18 時～です。

問い合わせ　竹原港湾管理事務所　☎ 22-0173

    第 55 回芸南学童水泳大会
日時　７月 23 日（土）

会場　大乗小学校プール

対象　市内及び周辺市町小学校に通学する児童

アトラクション　昼食時間に水中パフォーマ

　ンスショーを開催します。

申込方法　学校ごとにまとめて申し込んで

　ください。

申し込み・問い合わせ

　文化生涯学習室　☎ 22-7757

   女性の健康づくりセミナー
日時　７月 28 日 ( 木 )　　 

場所　竹原市保健センター

① 12 時 30 分～ 14 時 /15 時 30 分～ 17 時 15 分

　骨密度測定 (かかとで測定 )

② 14 時～ 15 時 30 分

講演　「乳がん検診Ｑ＆Ａ」

講師　かわの医院理事長　川野亮さん

問い合わせ　保健センター　☎ 22-7157

☎ 22-3558
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７ 月
日 行　事 問い合わせ

12 火 ★こどもの広場～身体計測と育児・栄養・母乳相談～
時　13：30 ～ 15：00 受付　場　保健センター　　対　乳幼児と保護者

保健センター
☎ 22-7157

13 水
★３歳児健診
時　12：30 ～ 13：00 受付　場　保健センター　対　平成 20 年２～３月生（対象児には通知します）

保健センター
☎ 22-7157

♪子育て講座
時　10：30 ～ 11：30　場　吉名公民館

ミルクハウス
☎ 26-2845

14 木 ♪フリーマーケット（出店無料）
時　10：00 ～ 12：00　場　大乗公民館　　※要申し込み

ミルクハウス
☎ 26-2845

15 金

♪子育て相談会「すくすく」
時　10：30 ～ 11：30　場　たけはらふれあい館

たけはらふれあい館
☎ 22-9100

★健康相談～血圧・尿検査など～（成人・乳幼児）
時　13：30 ～ 14：30　場　吉名公民館　内　育児相談（身体計測等）、栄養相
談（体脂肪測定、食事診断等）も行います。

保健センター
☎ 22-7157

16 土 ♪エコはがき作り
時　10：00 ～ 12：00　場　福祉会館大広間

ミルクハウス
☎ 26-2845

17 日
18 月

19 火
★歯っぴー健診
時　13：00 ～ 13：30 受付　場　保健センター　対　平成 21 年４～５月生（通知します）

保健センター
☎ 22-7157

人権啓発講座　（９ページ参照）

20 水 ★４～５か月健診
時　12：30 ～ 13：00 受付　場　保健センター　対　平成 23 年２～３月生（対象児には通知します）

保健センター
☎ 22-7157

21 木 ♪夏休み生活・学習支援（～ 8/26）
時　10：00 ～ 18：00　場　たけはらふれあい館　※詳しくはお問い合わせください

たけはらふれあい館
☎ 22-9100

22 金
♪親子体操・エアロビクス
時　10：15 ～ 11：15　場　福祉会館大広間

ミルクハウス
☎ 26-2845

広島大学総合博物館　出前博物館（～ 7/27）　（15 ページ参照）

23 土
第 55 回芸南学童水泳大会（16 ページ参照）
竹原貿易港開港 40 周年記念行事（16 ページ参照）
広島大学講演会　（15 ページ参照）

24 日 第 36 回竹原市民体育大会　陸上競技の部
時　９時開会　場　竹原中学校グラウンド

文化生涯学習室
☎ 22-7757

25 月 ★健康相談～血圧・尿検査など～（成人）
時　13：30 ～ 15：00　場　仁賀集会所　内　栄養相談（体脂肪測定、食事診断等）も行います。

保健センター
☎ 22-7157

26 火

27 水

♪７月誕生会～みんなでおめでとう～
時　11：00 ～ 12：00　場　福祉会館２階会議室

ゆりかご（児童館内）
☎ 22-1568

★かみかみ教室
時　9：45 ～ 10：00 受付　　場　保健センター　対　１歳６か月～３歳児と保護者 
※要申し込み（定員 15 組）　内　幼児期の食事について（調理実習、試食）

保健センター
☎ 22-7157

28 木 ★女性の健康づくりセミナー（16 ページ参照）

29 金

♪川遊びを楽しもう（仁賀小学校前の親水公園）
時　10：00 ～ 12：00（仁賀公民館集合）　持　水着、バスタオル、弁当、水遊びのおもちゃなど

ゆりかご（児童館内）
☎ 22-1568

♪親子で遊ぼう「わくわく」
時　10：30 ～ 11：30　場　たけはらふれあい館

たけはらふれあい館
☎ 22-9100

★健康相談～血圧・尿検査など～（成人）
時　13：30 ～ 15：00　場　戸石集会所　内　栄養相談も行います。

保健センター
☎ 22-7157

★献血
時　10：00 ～ 12：001 ／ 13：00 ～ 15：00　場　市民館　

まちづくり推進課生活環境係
☎ 22-7745

30 土 広島大学竹原水産実験所一般公開　（15 ページ参照）

31 日 ひろしま夏の芸術祭　ミニ神楽公演　in 竹原（16 ページ参照）

★
：
保
健
行
事　

♪
：
子
育
て
わ
く
わ
く
情
報　
　

時
：
時
間 

　

 

場
：
場
所 　

 
対
：
対
象 　

内
：
内
容　

 

費
：
費
用 

　

持　

持
参
す
る
物   

　７月は「愛の血液助け合い運動」の実施期間です。すべての血液製剤を国民の献血によって安定的に確
保する体制の早期確立を目指しています。継続的な成分献血・400ml 献血にご協力をお願いします。
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※開設日は、祝

日などにより、

変更する場合が

あります。事前

に電話連絡をし

てください。

ところ
休日当番（初期患者への対応） ２次救急医療（重症患者への対応）

とき（平日：午後 6 時～翌朝 8 時
日曜・祝日：午前 8時～翌朝 8時）とき 診療科目

竹原市休日診療所
☎ 22-7157

日曜日・祝日
（9時～ 16 時）

内科・
小児科

安田病院
☎ 22-6121

7/10・18・24　8/14・15
（9 時～ 18 時）

外科 毎週火・土曜日
7/10・24　8/14

馬場病院
☎ 22-2071

7/17・31　8/7
（9 時～ 18 時）

外科 毎週水・金曜日
7/17・31

県立安芸津病院
☎ 45-0055

毎週月・木曜日
7/18　8/7

れんらく板

今月の休日当番医

　

６
月
１
日
に
市
内
で
14
番
目
と
な
る

住
民
自
治
組
織
「
忠
海
第
２
地
区
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
設

立
代
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
に
就
任
し
た
下
山
生
修
さ
ん

に
組
織
の
概
要
な
ど
を
聞
き
ま
し

た
。

■
ど
ん
な
組
織
で
す
か
？　

　

忠
海
第
２
地
区
は
、
忠
海
地
区
の

中
央
に
位
置
し
、
９
つ
の
自
治
会
を

包
括
す
る
地
区
で
す
。
歴
史
・
文
化

が
古
く
、
自
然
に
も
恵
ま
れ
、
昔
か

ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
人
や
団

体
、
企
業
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
力
を
結
集
し
、

よ
り
大
き
な
力
に
し
て
い
こ
う
、
そ

の
た
め
に
は
人
と
人
の
顔
を
合
わ
せ

た
つ
き
あ
い
が
何
よ
り
大
切
と
の
思

い
か
ら
、キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
人

と
人　

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
忠
海　

心

を
合
わ
せ
て
！
力
を
合
わ
せ
て
！
」

に
定
め
ま
し
た
。

　

部
会
は
、
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
出
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、
安
心
・

安
全
部
会
と
わ
が
ま
ち
部
会
の
２
部

会
体
制
に
し
ま
し
た
。

■
主
な
事
業
は
何
で
す
か
？

安
心
・
安
全
部
会

　

（
防
災
）
自
主
防
災
組
織
の
設
立
、

地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、
（
防
犯
）

防
犯
情
報
の
共
有
、
声
か
け
・
あ
い

さ
つ
運
動
、
子
ど
も
の
見
守
り
活
動

の
拡
充
、
（
福
祉
）
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
の
整
備
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
対

策
、
道
路
の
段
差
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

わ
が
ま
ち
部
会

　

（
ま
ち
お
こ
し
）
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、

土
産
品
の
掘
り
起
こ
し
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
の

開
発
、
黒
滝
山
・
大
久
野
島
を
活
か
し
た

町
の
Ｐ
Ｒ
、（
歴
史
・
文
化
）
地
域
の
歴
史
・

文
化
の
伝
承
、
（
生
活
環
境
）
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
運
動
、
内
堀
公
園
等
の
活
用

■
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
き
た

　

い
で
す
か
？

　

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
う
る
素
晴
ら
し

い
人
材
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
人
材
を
広
く
発
掘
し
、
ど
ん

ど
ん
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
団
体
を

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
地
域
の
未
来
を
語
る

〜
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
　
そ
し
て
協
働
の
歩
み
〜

プール教室参加者募集
　プール教室に参加し、身体の柔軟性やバランスを

良好に保ち、転倒を防ぎましょう。

日時　８～９月の毎週木曜日 13 時 30 分～ 15 時

場所　スポーツクラブエンジョイ竹原（中央一丁目 11- ６）

対象　おおむね 60 歳以上の元気な人

※介護保険で要支援１または２と認定された人も含  

 みます。ただし、水中運動などが不安定の人は介 

 助者が必要です。

内容　ストレッチ体操、水中運動

定員　10 人（先着順）

参加費　800 円 ( ８回コース分 )

※以前参加したことがある人は毎回 500 円

申し込み・問い合わせ　７月 22 日（金）までに

　福祉課介護福祉係（☎ 22-7743）へ

竹原市戦没者・戦災死没者追悼式
　　  並びに平和祈念式典

　竹原市の戦没者並びに戦災死没者に哀悼の意

を表すとともに、再び戦争の惨禍を繰り返すこ

とのないよう、恒久平和を祈念するため、戦没

者・戦災死没者追悼式並びに平和祈念式典を開

催します。

日時　８月 25 日（木）　10 時～

場所　市民館大ホール

※駐車場は、市職員駐車場をご利用ください。

問い合わせ　

　竹原市戦没者・戦災死没者追悼式並びに平和

祈念式典実行委員会事務局（福祉課福祉総務係）

　☎ 22-7742
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８ 月
日 行　事 問い合わせ

１月

２火
♪ファミサポ夏まつり
時　10：00 ～ 12：00　場　福祉会館 1階大広間　費　50 円

※７月 26 日（火）までに申し込んでください。（当日参加もできます）

ファミリーサポート

センター

☎ 22-2304

３水

４木
★健康相談～血圧・尿検査など～（成人）
時　13：30 ～ 14：30　場　中通公民館　内　育児相談（身体計測等）、栄養

相談（体脂肪測定、食事診断等）も行います。

保健センター

☎ 22-7157

５金
たけはら美術館　特別展「魔法の美術展」　（～ 9/25）　（16 ページ参照）

♪親子ストレッチ
時　10：30 ～ 11：30　場　たけはらふれあい館　対　４歳未満の子どもと

その保護者　※要申し込み

たけはらふれあい館

☎ 22-9100

６土

７日

８月
★健康相談～血圧・尿検査など～（成人）
時　9：30 ～ 10：30　場　田万里公民館　内　栄養相談（体脂肪測定、食事

診断等）も行います。

保健センター

☎ 22-7157

９火 ★こどもの広場～身体計測と育児・栄養・母乳相談～
時　10：00 ～ 11：30 受付　場　保健センター　　対　乳幼児と保護者

保健センター

☎ 22-7157

10 水
★１歳６か月児健診
時　12：30 ～ 13：00 受付　場　保健センター　対　平成 21 年 12 月～平成

22 年１月生（対象児には通知します）

保健センター

☎ 22-7157

11 木 ♪オセロで遊ぼうパート１
時　10：30 ～ 12：00 ／ 14：00 ～ 16：00　場　福祉会館２階会議室　

　児童館　
☎ 22-0420

12 金
13 土
14 日
15 月
16 火
17 水
18 木
19 金
20 土
21 日
22 月
23 火
24 水
25 木 竹原市戦没者・戦災死没者追悼式並びに平和祈念式典（18 ページ参照）

26 金
27 土 第 32 回たけはら夏まつり―花火大会ー

時　20：00 ～　場　J-POWER（電源開発㈱）グラウンド沖
（社）竹原市観光協会

☎ 22-4331

28 日
29 月
30 火
31 水

子どもを預けたい人や預かりの手伝いをしたい人を随時募集しています。

問い合わせ　ファミリー・サポート・センター（ふくしの駅）☎ 22-2304（8：30 ～ 17：30）

♪　ファミサポ会員登録受付中！

    ごみの臨時収集　ー収集日を振り替えますー

      ◆リサイクルする物　    ７月 18 日（月）→７月 21 日（木）

      ◆有害ごみ　　　　　    ７月 18 日（月）→７月 25 日（月）

      ◆粗大ごみ　　　　　　　８月 15 日（月）→８月 18 日（木）

　　問い合わせ　まちづくり推進課生活環境係　☎ 22-7734　

　原爆死没者の慰霊 ・ 平和祈念の黙とうを
　　　　　　    　８月６日 ( 土 )　８時 15 分

★　機能回復訓練
時　毎週木曜日 13：30 ～ 15：30　場　保健センター　対　脳卒中後遺症の人など　
内　個別訓練、集団訓練など　※要申し込み　問い合わせ　保健センター　☎ 22-7157　


